







































































































（ 3 ）　Francis Galton, EUGENICS: ITS DEFINITION, SCOPE, AND AIMS, 1909.
彼による優生学の定義とは，“the science which deals with all influences that improve 

















































































































（11）　永井潜「民族衛生の使命（一）」（『民族衛生』第 1 巻 1 号，1931年） 2 頁。
（12）　永井前掲論文10頁。
（13）　なお，平均出生数は，1910年代の 6 人台から20年代後半には 4 人台に落ち込むな
ど，出生数の低下は戦前からのトレンドであった。












































































































































































































































































































































































































































































































































































































年代 強制手術件数 任意手術件数 合計件数 中絶件数
40 年代 130 5,565 5,695 101,601
50 年代 9,055 326,030 335,085 9,467,056
60 年代 5,697 270,736 276,433 8,818,732
70 年代 1,452 110,661 112,113 6,793,394
80 年代 140 79,762 79,902 5,451,036
90 年代 1 35,910 35,911 3,747,483















































































































































































































































































































































にないことを理由に政府委員から公聴会開催の要請がなされ，49年 5 月 9
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と法則 Loi の峻別である。彼によれば近代法学は法 Droit の世界であるが，
19世紀以降の自然科学の発展によって社会科学が自然科学を導入するよう













（56）　Alain Supiot, Homo juridicus　Essai sur la function anthropologique du Droit, 
Seuil, 2005, p.22. なお訳書としてアラン・シュピオ（橋本一径＝嵩さやか訳）『法的
















権というものが制度的公準 postulats institutionnels であること，す
なわちわれわれの法的体系の要石であるところの証明不可能な断定
affirmation indémontrable であること，を認めねばならない。（59）
ここでシュピオは，法 Droit があくまでも人の作為によることを認識す
べきこと，人権を基礎づけるのは生物学的属性に囚われない「人である」
という断定のみに求められねばならないこと（生産性や効率性，遺伝的形
質といった計量可能な尺度に人の価値を求めることの拒否）を強調してい
る。
こうしたシュピオの議論を真摯に受け止めるならば，優生学という問題
は，全体主義などと結び付く過去のエピソードの一つに過ぎないのではな
（58）　Ibid., pp.277～8.
（59）　Ibid., p.278.
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く，法学と自然科学の関係性如何という極めて射程の広い問題の中で論じ
られなければならない，すぐれて現代的な論点である。とりわけ人権論を
主題の一つとする憲法学にとっては，この問題を考究することは非常に重
要な課題であろう。もっとも本小論でこの問題を検討する余裕はないため，
今後の課題として筆を擱くこととしたい。
